2023年11月20日

 学会長期テーマ研究プロジェクト (PJ) 課題、概要および公募要項 

課題
“持続可能な社会の発展を支える20年後の資源・素材分野での実用化技術”を究める。


プロジェクト概要
[bookmark: _Hlk56578110]資源・素材産業の新しい展開および発展と弊会（MMIJ）の活性化を目的として、学会長期テーマの研究プロジェクト (PJ)を2021年に立ち上げました。このPJは若手研究者をリーダーとする3年間の研究であり、資源・素材分野の画期的な手法や技術の開発によって、20年後の低炭素社会、資源循環型社会、および持続可能な社会の発展に大きく貢献することを目指します。PJでは既存の枠にとらわれない自由な発想で3年間の基礎研究を行い、手法・技術開発に繋がる成果を出すことが必要となります。2023年度は第1期の最終年度になります。第1期PJでは「低環境負荷での非鉄ベースメタル（銅、鉛、亜鉛）を中心とした新しい資源開発、製錬およびリサイクルプロセスの実現と、それらを基礎とした資源・素材産業の発展」を目標として研究提案を募集し、7件の課題が採択されました。いずれも順調に研究が発展し、当初の目標に沿った成果が得られつつあります。
第1期PJの概要に「今後もさらに高まるグローバル競争の中で、日本の資源・素材産業の技術力をより高めて、人材を育成しながら、MMIJのメンバーが一丸となって、SDGsへ貢献することが必要不可欠です。本PJでは、資源・素材分野の新しい課題を学側に落とし込み、基礎研究の重要性を再認識するとともに、各自の方法論を持ち込んで、次世代資源・素材学の礎を築くことを目標とします。」とありましたが、第2期PJでもこの方針を継続します。ただし、第1期では「“銅、鉛、亜鉛を中心に持続可能な社会を支える2040年頃（20年後）の非鉄産業のあるべき姿”を考える。」と非鉄産業への貢献を中心とした課題でしたが、第2期では資源・素材産業全般へと対象を拡げ、「“持続可能な社会の発展を支える20年後の資源・素材分野での実用化技術”を究める。」をテーマとします。
持続可能な社会の発展のためには資源、素材は欠かせず、今後どのように資源を確保し、効率的に利用でき、高機能で低炭素の素材を生み出せるかにその発展は大いに依存します。しかし、金属・非金属・エネルギー資源の需要は急増し、今後も需要は増加することが見込まれています。一方で鉱石品位の低下や鉱床開発深度の増加、これに伴うコストとリスクの増加、資源価格の高騰などの問題も顕在化し、新規鉱床の発見も難しくなっています。資源探査の対象として海底の重要性もますます増加し、早期の開発実現も望まれます。さらに、資源開発、製錬、リサイクルの工程では地球環境との調和、低炭素化が一層求められます。これらに対して、急速に進展しているAI技術、IT技術、バイオ技術、無人化操作技術、あるいは宇宙探査技術なども資源・素材分野でさらに活用することも有効と考えられます。このような背景の下、第2期では20年後に実用化され、持続可能な社会の発展を支える資源・素材分野での技術に関する研究提案を募集します。具体的な研究テーマは例示せず、さまざまなアプローチからの提案を期待しています。本PJを通し、新しい資源・素材産業技術の海外輸出・技術供与、資源の安定供給、新しい資源の利用などで日本の未来を支えるMMIJでありますように、学会がさらに活性化、発展しますことを願っています。
本PJでは、資源・素材産業の発展に資する萌芽的および基礎的研究を支援し、関連分野の若手人材の育成および科学技術の展開への貢献を目指します。第2期ではMMIJの部門委員会グループに合わせ、「地球・資源」、「プロセス・素材」、「環境・リサイクリング」の3領域を設定し、各領域に該当する研究提案を公募により募集します。若手研究者の皆様には、奮ってご応募いただきますようご案内申し上げます。なお、一般財団法人日本鉱業振興会様には助成金で本PJをご支援いただいております。


資源・素材学会副会長
総括リーダー
京都大学工学研究科　教授
小池　克明



[bookmark: _Hlk138519219][bookmark: _Hlk138519229][bookmark: _Hlk138519211]3つの領域に共通して挑戦的で、斬新かつ変革性を持った研究テーマを広く公募し、将来の資源・素材分野を牽引する研究テーマを支援します。各領域でのキーワードを下記に示しますが、これらはあくまでも一例であり、これに限定せずに関連分野を広く含みます。理論、実験、計測、シミュレーションのいずれも研究のベースとすることは可能ですが、将来的に技術開発・社会実装に繋がることを念頭に置いて研究計画を立てて下さい。領域が2つに跨がる場合には、メインとサブの領域をそれぞれ選んで下さい。


領域１「地球・資源」
資源生成のメカニズム、資源探査、地殻開発、CO2削減・固定・利用、深海底・宇宙資源、
再生可能エネルギー、国際協力、資源経済など

領域２「プロセス・素材」
金属製錬、レアメタル、新素材、無機素材全般の製造・利用、分離精製工学、乾式プロセッシングなど

領域３「環境・リサイクリング」
資源循環・リサイクル、湿式プロセッシング、環境修復、資源利用の効率化、環境材料、LCAなど


資源・素材学会長期テーマ研究プロジェクト募集要項

１．公募概要
上記課題およびプロジェクト概要のもと、以下の内容にて公募を行います。

２．募集期間
2023年11月20日(月)～2024年1月21日(日)

３．応募資格
応募者(代表者)は、2023年4月1日時点で45歳以下の日本の教育機関または公的研究機関に所属し、日本国内で研究に従事する者(准教授、助教、ポスドク、および指導教員との連名での博士後期課程学生)であること。
応募は一人一件。同一研究室からの複数応募は可能。
応募者(代表者)は、資源・素材学会会員であることが条件です。

４．助成の対象となる研究
資源と素材分野の将来を見据えた大テーマに基づく各領域テーマに関した調査、試験、研究および開発

５. 研究期間
原則3年以内。ただし本会の判断により助成金額の増減、期間の短縮・延長、助成の打ち切りを
する場合があります。

６．助成件数
3領域で計5～7件程度

７．助成総額
所属機関でのオーバーヘッド分を含め､3年間で各研究プロジェクト総額の上限は1,000万円。
また､各年度の上限額は500万円。

８．助成金の使途
研究等に直接必要な費用および所属組織の必要最低限の間接経費に充当することとします。研究者の人件費(臨時雇用の研究補助者等の費用も含む)には充当可能。

[bookmark: _Hlk68597169]９．助成金の交付方法
研究助成金の交付方法は、原則として、助成実施者が所属する組織に対する特定指定寄附の形とします。共同研究者が別の組織に所属する場合は、複数の組織に交付することは可能です。

10．研究助成金の交付期間
研究助成金の交付期間は、原則として、本会理事会での決定後7月～12月31日までの間とします。研究実施者は、速やかに助成金受領のために助成金交付の手続き(奨学寄附受付窓口の連絡等)を行って下さい。

11．応募方法
[bookmark: _Hlk150422981](1) 提出書類：申請書の様式は、添付の「資料１ 学会長期テーマプロジェクト申請書」、「資料２ 別紙（1）研究申請に関わる研究計画書」および「資料３ 別紙（2）助成を受けるプロジェクト研究計画の経費内訳」の3点です。申請書［資料1］および計画書［資料2別紙(1)］はテキストコピー・複製が可能なpdf形式にて、経費内訳［資料3別紙（2）］は、Excel形式にてご提出下さい。

(2) 必要事項
ア　資料１に記載が必要な事項；申込者、研究題目、研究費総額、連絡先
イ　資料２に記載が必要な事項：研究題目､申請者、研究メンバー(共同研究者がいる場合)、シニアアドバイザー､関連領域（主、副：2つに跨がる場合）、研究の背景－研究の目的－新規性－期待される成果－資源・素材分野での実用化技術への発展と貢献・波及効果研究、各年度での研究の方法と内容－研究代表者と共同研究者の役割、助成を受ける範囲と全体との関係（研究テーマの一部が該当する場合）、2024年度の活動計画、これまでの研究業績、資源・素材学会での活動実績
ウ　資料３に記載が必要な事項：経費の明細(プロジェクト研究計画の経費内訳) 
(3) 作成要領
上記の提出書類に記載された項目に従って日本語(専門語等で部分的に外国語を使用することは可)で作成すること。研究計画に適宜図を入れて構いません。カラー図も可能です。ただし，各項目の記載は表の所定の枠内に収めて下さい。表の大きさの変更は不可です。
(4) 提出方法
作成した研究助成金申請書をE-mail添付ファイルにてご提出下さい。（添付ファイルサイズは20MB以内に調整願います。万が一、20MBを超える場合はファイル転送サービス等をご利用下さい）。Fax・郵送での申請は受け付けいたしません。また、提出書類等は採否にかかわらず返却いたしません。

12．遵守事項
研究助成金の交付を受ける際、研究実施者(応募者および共同研究者)は、次の事項を遵守下さい。
(1) 助成研究は、あらかじめ本会に提出した助成研究実施計画に従って実施すること。
(2) 助成研究の実施過程において助成研究実施計画を変更する必要が生じた場合(中止する場合を含む)は速やかに報告し、重大な変更については本会と対応を協議すること。
(3) 助成実施者が所属している組織から別の組織に異動する場合は、本会と対応を協議すること。
(4) 研究終了6ヶ月後までに、終了報告書および成果報告書を日本語(専門語等で部分的に外国語を使用することは可)で作成し、原則としてE-mail添付にて提出すること。なお、成果報告書は“資源と素材”への成果報告(2頁)の投稿に代えるものとします。
(5) 本会から求められた場合は、実施状況を報告すること。また、本会が所属機関への訪問を希望した場合は、可能な範囲で対応すること。
(6) 研究実施者または研究実施者の所属する組織は、帳簿を備え、助成研究に係わる経理を他の経理と明確に区別し、本会から照会があった場合はこれに応ずること。
(7) 研究成果は研究開始時から研究終了後1年までの間に､本会の講演大会における発表2件､および本会の論文誌に論文を投稿すること。
(8) 研究成果を学会・学術論文誌・新聞等に発表する場合は、事前に本会に連絡するとともに、本
会から資金援助を受けたことを明記すること。
(9) 実施計画に記載した研究を実施しなかった場合、提出期限後 1 年を経過しても研究成果(中間)報告書の提出がない場合または研究実施者が研究中止の申し出をした場合には、研究助成金の全額または残額を返還すること。
(10) 実施計画に記載した研究の収支報告は、年度ごとに本会の求めに応じ､申請経費で支出した内訳等を整理した形で提出すること。
(11) 基本的には助成金はその年度で支出完了としますが、繰越が発生する場合は次年度の経費申請の際に金額および理由を明記すること。

13．留意事項(1) 機器・設備等の帰属
助成金により取得された機器・設備等は、原則として研究実施者の所属する組織に帰属します。機器・設備等はレンタル等を利用して研究費の確保をされてもかまいません。
(2) 助成研究の成果の帰属
助成研究の成果として得られた特許等の知的財産権は、原則として研究実施者に帰属します。
(3) 助成研究の成果の公表等
成果報告は、資源・素材学会の会報およびホームページ上で一般の閲覧に供します。
(4) 申請書記載情報の取り扱い
申請書に記載された研究情報については、審査・選考以外の目的には一切使用しません。
また、個人情報については、本会プライバシーポリシーに則り、収集・利用・管理を適切に行い
ます。 
(5)その他留意事項
　　　　ア 採否の事由は非公開とし、これに関する問い合わせにはお答えしません。
　　　　イ 研究助成金の申請後、何らかの理由により研究を実施できないことが判明した場合、速やかに本会に報告して下さい。

14．選考 
(1）選考は本会助成審査委員会で行い、本会理事会にて決定します。
(2）選考は応募者の氏名を開示して行います。
(3）選考は一次書類審査、二次面接審査で行います。

15．問い合わせ・申請先
一般社団法人資源・素材学会　事務局
〒107-0052　東京都港区赤坂 9丁目6-41
TEL 03-3402-0541 FAX 03-3403-1776
E-Mail：info@mmij.or.jp
